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京大 ･教養 富 田 博 之
古い話になるが,スピノダル分解に対するLanger-Bar,on-Miler(LBM)方程式 1)
∂si(q)′∂t-q2[T- (q2+r(i))st(q)]




が成立っとして,(1)のパラメタ r(i)をself-consistentに求めることにより, LBM とほぼ
同じ結果を得た2)oいずれの場合も平衡状態でSeq(q)-T/q2しか得られないという欠点が
あるが,これは簡単に手直しできるし,スケイリング形を考えている限りでは,この部分は洗
い落されるので.気にする必要はない.問題はピーク波数 q,a(i)～ 了 3である. 数値計算の
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云(i)～-A(i)4, ∴ A(i)～ t~1/3
(8)
(9)
(10)
が得られ,界面動力学による結論6)と一致する｡図は数値計算によりこれを確かめたものであ
る｡ (○印)t～105で 1/4から1/3-クロスオーバが起こっていると見れないこともない
が,断定するには少し計算が粗すぎる.そこで,結果的に速度を速めるような初期条件 (A/K
を小さくとる)について計算しなおしたのが図の×印で, 1ノ3則が成 り立っているとみてよ
いであろう｡
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